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まえがき 

この規格は，工業標準化法第 14 条によって準用する第 12 条第 1 項の規定に基づき，一般社団法人日本

電機工業会（JEMA）及び一般財団法人日本規格協会（JSA）から，工業標準原案を具して日本工業規格を

改正すべきとの申出があり，日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本工業規格で

ある。これによって，JIS C 2556:1996 は改正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 
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単板試験器による電磁鋼帯の磁気特性の測定方法 

Methods of measurement of the magnetic properties of electrical steel strip 

and sheet by means of a single sheet tester 

 
序文 

この規格は，1992 年に第 2 版として発行された IEC 60404-3，Amendment 1（2002）及び Amendment 2

（2009）を基に，我が国で一般的となっている技術と整合させるため，技術的内容を変更して作成した日

本工業規格である。 

なお，この規格で側線又は点線の下線を施してある箇所は，対応国際規格を変更している事項である。

変更の一覧表にその説明を付けて，附属書 JD に示す。 

 

1 適用範囲 

この規格は，単板試験器を用いた電磁鋼帯の磁気特性の測定方法の一般的原理及び技術的細目について

規定する。 

この規格は，商用周波数における次の磁気特性の測定方法に適用する。 

a) 方向性電磁鋼帯 

1) 1.0 T から 1.8 T までの磁束密度の波高値 Ĵ における，次の磁気特性。 

－ 鉄損 Ps 

－ 皮相電力 Ss 

－ 磁界の強さの実効値 H
~

 

2) 1 000 A/m 以下の磁界の強さの波高値 Ĥ における，次の磁気特性。 

－ 磁束密度の波高値 Ĵ  

－ 磁界の強さの波高値 Ĥ  

b) 無方向性電磁鋼帯 

1) 0.8 T から 1.5 T までの磁束密度の波高値 Ĵ における，次の磁気特性。 

－ 鉄損 Ps 

－ 皮相電力 Ss 

－ 磁界の強さの実効値 H
~

 

2) 10 000 A/m 以下の磁界の強さの波高値 Ĥ における，次の磁気特性。 

－ 磁束密度の波高値 Ĵ  

－ 磁界の強さの波高値 Ĥ  

 

単板試験器は，いかなる等級の電磁鋼帯から採取した試験片にも適用できる。磁気特性は，誘起電圧が

正弦波となる励磁条件下（以下，正弦波磁束励磁条件という。）において，磁束密度の波高値 Ĵ 及び励磁周


